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清水の大前（左）と鹿島の大迫。準決勝でも活躍した若きストライカーに懸かる期待も大きい（写真はそれぞれ準決勝のホームゲームより）

　２０１２Ｊリーグヤマザキナビスコカップの決勝のカードが、清水エスパルスvs 鹿島アントラーズに決まった。ホーム＆アウェイによる
準決勝で、それぞれＦＣ東京、柏レイソルに競り勝ってファイナルへの切符を獲得した。記念すべき20回目の開催を迎えているヤマザキ
ナビスコカップで栄冠に輝くのは、1996年以来となる2回目の優勝を目指す清水か、それとも2連覇、大会史上最多の5回目のタイトル獲得
を狙う鹿島か。また、決勝前夜祭で発表される恒例の「ニューヒーロー賞」を手にするのはどの選手か。クライマックスが近づくにつれ、期待と
注目はいやが上にも高まる。（2～3、8ページに関連記事）

決勝は清水エスパルスvs鹿島アントラーズ
11月3日（土・祝）、国立競技場が舞台。20回目の大会で栄冠に輝くのはどちらのチームか
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「盛り上がった3年の後はブーム的な人気も一
段落して落ち着きました。大会を支援するに当
たって『最初の3年間は、どんなことがあっても
サポートする。次の3年間は、状況をしっかりと
見極めよう』というスタンスでした。確かに6年を
経過しても、開幕当初のような人気は回復しま
せんでしたが、ＪリーグやＪクラブの皆さんも頑
張っている。私どもも『ここまで支援してきたの
だから、これからも継続していこう』ということ
で、現在に至っています」
̶̶これまで印象に残る大会、チームなどは
ありますか。
「かつては決勝で戦うのは、ほとんどが関東地
方、静岡県にホームタウンを置くクラブでした。
それが、2007年にガンバ大阪が優勝して初め
てカップが天竜川を越え、翌年は大分トリニー
タが勝って一気に関門海峡を越えました。大分
からは数多くのファン・サポーターが決勝の舞
台となる国立競技場へ足を運び、地元では地
域の活性化につながったと聞いています。スポ
ンサーとしては、フェアでいい試合をしてもらえ
ば、どのチームが勝ってもいいのですが、地方
への効果があれほど大きいというのを実感した
のは、その時が初めてでした」
̶̶ファイナルの雰囲気は独特ですね。
「春に大会が開幕し、長く厳しい戦いを勝ち抜
いてたどり着いた舞台ですから、選手もファン・
サポーターも特別の思いがあるでしょう。私も
何万人もの前に出るのは、その時ぐらいです
からね（笑）。勝負にはどうしても勝者と敗者が
あるから、敗れたチームは残念な思いを味わい
ます。しかし、10年の決勝で敗れたサンフレッ

チェ広島のペトロヴィッチ監督（現 浦和レッ
ズ監督）は『準優勝でも非常に誇りに思う。東
京でお祝いの会をしてから広島に帰る』と言っ
ていました。あれはスポーツマンシップにあふ
れたさわやかな感想で、スポンサーとしても、う
れしかったですね」

Ｊリーグの果たした役割の大きさ
̶̶ヤマザキナビスコカップは「ニューヒーロ
ー賞」を設けるなど、若手選手がチャンスを
つかむためにも重要な大会となっています。
「その年の大会を通じて最も活躍が顕著な
23歳以下の選手を、目が肥えたメディアの
方々の投票を基に決めるので、確かなヒーロ
ーが選ばれていると感じています。大会はリー
グ戦と並行して行われ、その間には試合も多
く、レギュラークラスがけがをして欠場すること
もあります。そのような場合に若い選手に出
場機会が巡ってくる可能性もあり、幅広くチャ
ンスを与えることができるようになりました。こ
れはＪリーグが考案した賞で、素晴らしいことを
実行してもらったと感謝しています。決勝前夜
祭ではニューヒーロー賞の表彰を行いますが、
翌日の試合ではその選手がどのようなプレー
をするか、大いに注目しています」

̶̶また、優勝チームには南米のクラブチャン
ピオンと戦う機会が与えられます。
「国際経験を重視するＪリーグの発案で実現
したものです。出場チームにとっては、非常に
いい刺激となっているのではないでしょうか。試
合数が多ければ、それだけ経験を積む機会も
増えるし、国際試合という異なる状況であれ
ば、さらに貴重な経験になると思います」
̶̶この20年余り、Ｊリーグの発展で最も著し

会社の知名度が上がったことを実感
̶̶Ｊリーグヤマザキナビスコカップが、今回
で20回目の開催となり、間もなく決勝を迎えま
す。長きにわたって特別協賛として大会をサ
ポートしてきたことについて、どのような感想を
持っていますか。
「平たんではなかったですが、弊社の業績もそ
こそこに推移し、最終的には製品を購入して
いただく消費者の皆さまのサポートのおかげだ
と思っています。サッカーは野球と肩を並べる
までの人気スポーツになりました。その意味で
は、こちらも恵まれていました」
̶̶どのような経緯で大会の支援を始めたの
ですか。
「個人的には当時、野球に続いてプロ化が成
功するスポーツは何かと考えていました。そし
て、やはり世界的に競技人口が最も多いサッ
カーかな、と思っていました。そのような時に、広
告代理店から新たに始まるＪリーグがリーグカ
ップ戦のスポンサーを探しているという話を聞き
ました。その担当者の方が、たまたまいとこの同
級生だったという縁もあって、あらためて話を聞
いたところ、Ｊリーグの方でも検討して弊社に
スポンサードしてもらいたい、ということでした。
Ｊリーグは若い人たちをターゲットにしたことも

あり、お菓子の会社ならぴったりなのでは、と
いった話も伺い、特別協賛することが決まりま
した」
̶̶大会を特別協賛する以前、飯島社長と
サッカーとのつながりは、どのようなものでし
たか。
「サッカーに関しては、ほとんど接触がありませ
んでしたが、国外では非常に盛んなスポーツだ
という感触は、かなり前から持っていました。と
いうのは、私はかつて山崎製パンにいたころ、
1967年か68年だったと思いますが、英国へ
ケーキ作りの研修に出掛け、サッカーのサポー
ターが熱烈にホームチームを応援する姿を目の
当たりにしたことがあります。チームが負けたと
しても、一緒に頑張るという意識が強かったの
が印象的でした。今では大会と20年以上、関
わってきたこともあり、最も身近なスポーツにな
っています」
̶̶ヤマザキナビスコカップの支援によって、
社業への変化はありましたか。
「最初の3年間は、大会がすごく盛り上がりま
した。ヴェルディ川崎（現 東京ヴェルディ）の3
連覇からスタートして、野球以外のスポーツで
これほど盛り上がるスポーツがあるのか、とい
う感じでした。それまでゴルフの大会を共催とし
てスポンサードしたことはあったのですが、これ

ほど多くの人々の話題となり、多くの入場者を
集めたことはありませんでした。また、会社の知
名度が上がったことも、強く実感しました。93
～94年に学卒の入社希望者が一気に増え、
面接などでも大会の話題が出たようです」

ＪリーグやＪクラブも頑張っている
̶̶大会のサポートを続けて20年以上が経
過しました。その間、喜びもご苦労もあったと
推察します。

　菓子業界では初の日米合弁企業として、1970年
10月に設立。ビスケット、スナック、キャンディ、チョコ
レートなどの製造販売を行う。創業当時からのロング
セラー商品である「リッツ」をはじめ、「チップスター」
「オレオ」など「高品質でおいしい製品の提供」という
基本姿勢を一貫して守り続けてきた。一方、Ｊリーグ
ヤマザキナビスコカップをはじめとしたスポーツ文化イ
ベントの展開、地球環境問題、途上国の開発援助
活動の支援などにも積極的に取り組んでいる。従業
員数は約千人。

飯島 茂彰（いいじま しげあき）
1945年10月7日生まれ。
1966年4月に山崎製パン
株式会社に入社。70年
11月にヤマザキナビスコ株
式会社に入社。その後、米
国ナビスコ社への派遣、ヤ
マザキナビスコ株式会社の
マーケティング部長、取締
役マーケティング部長、常
務取締役を歴任し、86年2
月に代表取締役社長に就
任した。現在は、財団法人飯島記念食品科学振興財
団評議員、公益財団法人国際開発救援財団理事など
も務める。2005年11月には藍綬褒章を受章した。

「各チームが地域のファン・サポーターと
一体になって、晴れの舞台を目指してほしい」

　リーグ戦の開幕に先立ち、1992年にスタートした
「Ｊリーグヤマザキナビスコカップ」が、記念すべき
20回目の開催を迎えている。リーグカップスポンサー
として支援を継続するヤマザキナビスコ株式会社の
飯島茂彰 代表取締役社長は、自身も第1回から大
会の発展に尽力し、Ｊリーグの歴史に足跡を残して
きた。今やサッカーが「最も身近なスポーツ」と語る
飯島社長に、大会の歩みを振り返ってもらった。

リーグカップスポンサー
ヤマザキナビスコ株式会社
飯島 茂彰 代表取締役社長に聞く

インタビュー

※このインタビューは2012年10月2日に実施しました。

ヤマザキナビスコ株式会社

Ｖ川崎と清水が対戦した第1回大会の決勝

昨年の決勝前夜祭で浦和の原口を表彰する飯島社長

飯島社長の印象に残る試合の一つが2008年の決勝。大分から多数のファン・サポーターが国立競技場へ足を運び、「地方への効果の大きさを実感した」という

いのは、どのような点だと思いますか。
「まずは、プレーのレベルアップでしょう。日本代
表はＦＩＦＡワールドカップに4大会連続して出
場し、今回の最終予選も出場権獲得へ好位
置にいます。さらに海外の、それも名門と呼ば
れるクラブで活躍する選手も増えました。Ｊリー
グ創設以前とは隔世の感があり、Ｊリーグの果
たした役割の大きさが分かります。彼らもＪリー
グから巣立ち、それに続きたいと夢見る選手も
数多いと思います。チャンスがあるので、頑張り
がいがあるでしょう。また、若い世代の競技人
口が飛躍的に増えました。かつては夢だった、
サッカーのプロ選手として生活できる道が開け
た。これもＪリーグ創設の大きな効果です」
̶̶今後のヤマザキナビスコカップに対する
思いはありますか。
「Ｊリーグがしっかりと運営を行い、とてもいい
状況で、安心して見ていることができます。ま
すます発展していくでしょう。先ほども話しまし
たが、大分がどのチームにも優勝するチャンス
があることを証明してくれました。各チームが
地域のファン・サポーターと一体になって、晴
れの舞台を目指してほしいと思います。サッカ
ーも含めてチームスポーツは、勝っているチー
ムを変えるのは難しいのではないでしょうか。し
かし、強さを維持するためには、新陳代謝も必
要だと思います。世代交代を円滑に進め、選
手層を厚くするためにも、各チームがこの大会
を生かしてもらえば、と考えています」
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任した。現在は、財団法人飯島記念食品科学振興財
団評議員、公益財団法人国際開発救援財団理事など
も務める。2005年11月には藍綬褒章を受章した。

「各チームが地域のファン・サポーターと
一体になって、晴れの舞台を目指してほしい」

　リーグ戦の開幕に先立ち、1992年にスタートした
「Ｊリーグヤマザキナビスコカップ」が、記念すべき
20回目の開催を迎えている。リーグカップスポンサー
として支援を継続するヤマザキナビスコ株式会社の
飯島茂彰 代表取締役社長は、自身も第1回から大
会の発展に尽力し、Ｊリーグの歴史に足跡を残して
きた。今やサッカーが「最も身近なスポーツ」と語る
飯島社長に、大会の歩みを振り返ってもらった。

リーグカップスポンサー
ヤマザキナビスコ株式会社
飯島 茂彰 代表取締役社長に聞く

インタビュー

※このインタビューは2012年10月2日に実施しました。

ヤマザキナビスコ株式会社

Ｖ川崎と清水が対戦した第1回大会の決勝

昨年の決勝前夜祭で浦和の原口を表彰する飯島社長

飯島社長の印象に残る試合の一つが2008年の決勝。大分から多数のファン・サポーターが国立競技場へ足を運び、「地方への効果の大きさを実感した」という

いのは、どのような点だと思いますか。
「まずは、プレーのレベルアップでしょう。日本代
表はＦＩＦＡワールドカップに4大会連続して出
場し、今回の最終予選も出場権獲得へ好位
置にいます。さらに海外の、それも名門と呼ば
れるクラブで活躍する選手も増えました。Ｊリー
グ創設以前とは隔世の感があり、Ｊリーグの果
たした役割の大きさが分かります。彼らもＪリー
グから巣立ち、それに続きたいと夢見る選手も
数多いと思います。チャンスがあるので、頑張り
がいがあるでしょう。また、若い世代の競技人
口が飛躍的に増えました。かつては夢だった、
サッカーのプロ選手として生活できる道が開け
た。これもＪリーグ創設の大きな効果です」
̶̶今後のヤマザキナビスコカップに対する
思いはありますか。
「Ｊリーグがしっかりと運営を行い、とてもいい
状況で、安心して見ていることができます。ま
すます発展していくでしょう。先ほども話しまし
たが、大分がどのチームにも優勝するチャンス
があることを証明してくれました。各チームが
地域のファン・サポーターと一体になって、晴
れの舞台を目指してほしいと思います。サッカ
ーも含めてチームスポーツは、勝っているチー
ムを変えるのは難しいのではないでしょうか。し
かし、強さを維持するためには、新陳代謝も必
要だと思います。世代交代を円滑に進め、選
手層を厚くするためにも、各チームがこの大会
を生かしてもらえば、と考えています」

©Agence SHOT
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＊選手教育・キャリア支援（キャリアサポートセンター）

＊大会・イベント運営・規律・登録・記録・審判・マッチコミッショナー・医学・ドー
ピングコントロール

＊事業戦略策定  ＊スポンサー・サプライヤー・公衆送信権・商品化・プロモーション
＊ホームタウン・ファンディベロップメント・チケット・復興支援プロジェクト

クラブライセンス交付第一審機関（ＦＩＢ）による
２０１３シーズン Ｊリーグクラブライセンスの交付について
　Ｊリーグは9月28日、２０１３シーズン Ｊリーグ
クラブライセンスの交付発表、および説明会
を実施した。申請した42クラブのうち、33クラ
ブにＪ１クラブライセンス、8クラブにＪ２ク
ラブライセンスが交付され、ＪＦＬに所属する
カマタマーレ讃岐は9月18日付で申請を取り
下げた。
　クラブライセンス交付を受けたクラブのうち、
大分トリニータは、Ｊリーグから受けた融資の返
済が10月12日に完了したため、Ｊ１昇格資格
を有することになった。Ｊリーグ準加盟クラブの
Ｖ・ファーレン長崎は、ＪＦＬにおける順位など
の要件を満たした後、Ｊリーグ理事会の入会審
査に合格することによって、ライセンスが正式
に発効する。
　Ｊ１とＪ２のクラブライセンスの分岐点は、
前者が1万5000人以上、後者が1万人以上
というホームスタジアムの入場可能数。ただし、
これらはＪリーグクラブライセンス制度によって

新たに設けられた基準ではなく、従来からＪリー
グ規約に明記されているものである。
　クラブライセンス制度は、アジアサッカー連盟
（ＡＦＣ）が加盟国に対し、ＡＦＣチャンピオン
ズリーグの参加資格を定めるために導入する
と通達したのを受けて、日本サッカー協会より
ライセンス業務に関する権限の委任を受けた
Ｊリーグが作成に携わった。
　審査の基準は、競技、施設、人事体制・組
織運営、法務、財務の5つで、合計56項目。
それぞれの項目が、A（達成必須）、B（未充足
の場合は制裁の上、ライセンス交付）、C（達成
推奨）の3等級で判定される。交付判定につい
ては、弁護士、公認会計士、有識者合わせて
10人からなる第三者機関のクラブライセンス
交付第一審機関（ＦＩＢ）が行う。
　説明に臨んだ大河正明クラブライセンスマ
ネージャーは「ことしから始まったばかりだが、
高いハードルがあると感じたのは、5基準のうち

施設と財務。だが、スタジアムは各地で新設、
大規模改修の動きがあり、前向きに取り組んで
いきたい。財務面については、クラブが正面か
ら取り組み、改善への姿勢を確認できた」と、
これまでの過程を振り返った。
　今後、クラブはライセンスの申請を毎年行
い、審査を受ける。

（3） クラブ経営上の指導
ライセンス判定には直接関係ないが、判定に際し、クラブに経
営改善を促す目的で、ＦＩＢが独自に指導を行うことができる。
指導には「是正通達」または「個別通知」があり、是正通達の方
が重い指導となる。また、クラブの経営状況に合わせ、是正
通達と個別通知の両方を出すこともある。

ライセンス交付判定に付帯して、クラブ経営上、是正すべきと思われる点について、ＦＩＢが対象クラブ
に通達を出す。通達の内容は公表する。（※対象：9クラブ）

是正通達とまではいかないが、ＦＩＢからクラブ経営上、改善を要請する旨の指摘があった場合、それ
を受けたライセンスマネージャーが対象クラブに個別に指摘事項を通知する。（※対象：13クラブ）

是正通達

個別通知

項目 内容

札幌、仙台、山形、鹿島、栃木、浦和、大宮、千葉、柏、Ｆ東京、東京Ｖ、川崎Ｆ、横浜ＦＭ、横浜ＦＣ、湘南、甲府、
松本、新潟、富山、清水、磐田、名古屋、京都、Ｇ大阪、Ｃ大阪、神戸、岡山、広島、徳島、福岡、鳥栖、熊本、大分

水戸、草津、町田、岐阜、
鳥取、愛媛、北九州、長崎

判定

（うち、条件付き交付）

順位などの要件を満たしていれば、２０１３シーズンはＪ１に残留または昇格することができる。

順位などの要件を満たしていれば、２０１３シーズンはＪ２に残留または昇格することができる（Ｊ１に昇格することはできない）。

Ｊ１ライセンス

Ｊ１クラブライセンス
8

41

Ｊ２クラブライセンス 合計

Ｊ２ライセンス

ライセンスの種類 内容

（2） Ｂ等級基準未充足
ライセンス基準のうち「Ｂ等級」に指定されている基準（3つ）については、それを充足し
ていなくてもライセンスは交付される。ただし、クラブライセンス交付規則第7条および
第15 条に基づき、Ｂ等級の基準を一つでも充足していないクラブには、ライセンス交
付と同時に制裁を科すこととなっている。

Ｂ等級基準（特にスタジアムの屋根の大きさ・トイレの数）を
充足していないクラブに対し、ライセンス交付と同時に制裁が
科される。（※対象：36クラブ）

【注】クラブライセンス交付規則の用語上、「制裁」という厳しい言葉になっているが、本件における制裁の内容は「文書提出」である。具体的には「２０１３シーズンにおいて使用するこ
とを予定するスタジアムの衛生施設および屋根の不足を理由とする観客に対するホスピタリティの欠如に対し、クラブが実施している、または実施を予定しているホスピタリティ向上
策について、2012年10月31日までに書面で回答すること（ライセンス事務局が受け付け、ＦＩＢへ送付）」となっている。

Ｂ等級未充足

項目

（1） 条件付き交付判定
9 月末時点でライセンスは交付されるが、別途定められた条件を満たす必要がある。
特に準加盟クラブは、クラブライセンス交付を受けた後、入会審査を受けて審査に合格
しなければＪ２入会（昇格）ができない。

Ｊリーグクラブライセンスには右記の
2種類があり、審査をクリアすれば、
いずれかのライセンスが交付される。

別途定められた条件を満たす必要がある。
※対象：大分（融資の返済）、長崎（Ｊ２入会審査に合格）

※申請42クラブのうち、1クラブ（讃岐）は申請取り下げ

条件付き交付

項目 内容

内容

■判定に付帯する事項

■クラブライセンスの種類

≪参考≫

■判定結果

（1）大分 （1）長崎 （2）

33

（1） ライセンス交付の可否および交付されたライセンスの種類

Ｂ等級充足

合計
Ｂ等級未充足（文書提出）

Ｊ１クラブライセンス 合計
4
29
33

Ｊ２クラブライセンス
1
7
8

5
36
41

（2） Ｂ等級基準の充足状況 

是正通達＋個別通知

合計

是正通達

Ｊ１クラブライセンス 合計
2
4

33

Ｊ２クラブライセンス
2
1

8

4
5

個別通知 5 4 9
指導なし 22 1 23

41

（3） FIＢからの経営上の指導

Ｊリーグクラブライセンスの交付について、説明を行うＪリーグ
の大河クラブライセンスマネージャー

2位以内確定を喜ぶ甲府の城福監督（右から4人目）ら

Ｊ２で甲府の2位以内が確定
　Ｊ１、Ｊ２とも終盤を迎えるリーグ戦で10月
14日、Ｊ２のヴァンフォーレ甲府がＪ１への昇
格条件の一つとなる2位以内を確定した。第
38節の試合で暫定2位の湘南ベルマーレと
ホームで対戦した甲府は、先行を許す展開も2
－2の引き分けに持ち込み、勝点を78とした。
この結果、甲府を勝点で上回る可能性がある
チームは、京都サンガF.C.のみとなった。
　甲府は湘南戦で20試合連続無敗という

Ｊ２新記録も達成し、今シーズンからチームの
指揮を執る城福浩監督は「積み上げてきたも
のを発揮できた」と胸を張った。
　一方、勝点が接近する2位以下のチーム
は、節ごとに順位が目まぐるしく入れ替わる接戦
を繰り広げている。甲府に続く自動昇格圏内、
そして3～6位のチームに出場資格があるＪ１
昇格プレーオフを目指す戦いは予断を許さな
い。今シーズンは残留争いも絡み、11月11日

功労選手賞について
　Ｊリーグは10月16日の理事会で、元Ｊリーグ選手の藤田俊哉氏、田中
誠氏に対し、功労選手賞として表彰することを決定した。表彰式は、12月3
日（月）に開催される２０１２Ｊリーグアウォーズで実施される。

第5回全国スポーツクラブサミットを後援
　Ｊリーグは10月16日の理事会で、11月10日（土）、11日（日）に国立オ
リンピック記念青少年総合センター（国際交流棟1階 国際会議室）で開
催する「第5回全国スポーツクラブサミット」（主催：公益財団法人日本ス
ポーツクラブ協会）を後援することを決定した。本サミットは、全国に各種
のスポーツクラブを普及・育成するための事業の一環として開催している。

マルハンカップ 第18回日本電動車椅子サッカー選手権大会 を後援

ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ ＪＡＰＡＮ を後援
　Ｊリーグは10月16日の理事会で「ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ 
ＪＡＰＡＮ」（主催：ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ ＪＡＰＡＮ実行委員
会）を後援することを決定した。本大会は、世界大会でプレーできる切符
を手にする機会を日本の子どもたちに広く提供し、少年少女のサッカーレ
ベルの向上および交流と親睦を図り、フェアプレー精神、健全な心身、
社会貢献など人間形成の場にすることを目的に開催。予選大会、決勝大
会は、2013年3月に行われる。

　公益社団法人 日本プロサッカーリーグは10月1日付で組織変更を行った。

　Ｊリーグは10月16日の理事会で、同27、28日に障害者スポーツ文化
センター「横浜ラポール」メインアリーナで開催の「マルハンカップ 第18回
日本電動車椅子サッカー選手権大会」（主催：日本電動車椅子サッカー
協会）を後援することを決定した。この大会は、日本国内において、電動車
椅子サッカーの普及振興、技術向上を図ることを目的に開催されている。

　Ｊリーグは、2013年5月にリーグ戦開幕20周年を迎
えることを記念して、２０１３シーズンにおけるＪ１、Ｊ２
リーグ全40チームのユニフォームに、「Ｊリーグ20周
年ロゴワッペン」を掲出することを決定した。ワッペンに
は、Ｊリーグロゴの下に20周年を表す「Ｊ．ＬＥＡＧＵＥ 
20th Anniversary」と記載されており、ユニフォームの
右そで部分に掲出する予定。Ｊリーグとして記念ワッペ
ンを掲出することは開幕以来、初めてとなる。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグの組織変更

＊人事・労務管理・経理  ＊総会・理事会・実行委員会・庶務  ＊秘書業務
＊コンプライアンス（リーグ・関連会社）

＊スタジアム・施設・自治体対応・toto対応  ＊企画・法務
＊人材教育・GM講座・新人研修企画部

競技・運営部

事業部

総務部管理統括本部

Ｊ
リ
ー
グ 広報室

競技・事業統括本部

＊Ｊリーグデータセンター

＊クラブライセンス制度 策定・運用・発展

藤田 俊哉（ふじた としや） 1971年10月4日生まれ（41歳） 出生地：静岡県  ポジション：MF
［所属クラブ］ 1994～2005年 ジュビロ磐田（Ｊ／Ｊ１）、2005～08年 名古屋グラン

パス（Ｊ１）、2009～10年 ロアッソ熊本（Ｊ２）、2011年 ジェフユナ
イテッド千葉（Ｊ２）  ※2003年 ユトレヒト（オランダ）

田中 誠（たなか まこと） 1975年8月8日生まれ（37歳） 出生地：静岡県  ポジション：DF
［所属クラブ］ 1994～2008年 ジュビロ磐田（Ｊ／Ｊ１）、2009～11年 アビスパ福

岡（Ｊ１／Ｊ２）

功労選手賞

２０１３シーズン Ｊリーグ全チームユニフォームに
『Ｊリーグ20周年ロゴワッペン』を掲出！

クラブライセンス事務局

＊技術・アカデミー  ＊コンプライアンス（選手）・選手契約・強化支援
＊Jリーグ選手OB会・日本プロサッカー選手会 対応強化・アカデミー室

の第42（最終）節まで目が離せない戦いが続
きそうだ。

トピックス（9月19日～10月16日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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Ｊリーグが作成に携わった。
　審査の基準は、競技、施設、人事体制・組
織運営、法務、財務の5つで、合計56項目。
それぞれの項目が、A（達成必須）、B（未充足
の場合は制裁の上、ライセンス交付）、C（達成
推奨）の3等級で判定される。交付判定につい
ては、弁護士、公認会計士、有識者合わせて
10人からなる第三者機関のクラブライセンス
交付第一審機関（ＦＩＢ）が行う。
　説明に臨んだ大河正明クラブライセンスマ
ネージャーは「ことしから始まったばかりだが、
高いハードルがあると感じたのは、5基準のうち

施設と財務。だが、スタジアムは各地で新設、
大規模改修の動きがあり、前向きに取り組んで
いきたい。財務面については、クラブが正面か
ら取り組み、改善への姿勢を確認できた」と、
これまでの過程を振り返った。
　今後、クラブはライセンスの申請を毎年行
い、審査を受ける。

（3） クラブ経営上の指導
ライセンス判定には直接関係ないが、判定に際し、クラブに経
営改善を促す目的で、ＦＩＢが独自に指導を行うことができる。
指導には「是正通達」または「個別通知」があり、是正通達の方
が重い指導となる。また、クラブの経営状況に合わせ、是正
通達と個別通知の両方を出すこともある。

ライセンス交付判定に付帯して、クラブ経営上、是正すべきと思われる点について、ＦＩＢが対象クラブ
に通達を出す。通達の内容は公表する。（※対象：9クラブ）

是正通達とまではいかないが、ＦＩＢからクラブ経営上、改善を要請する旨の指摘があった場合、それ
を受けたライセンスマネージャーが対象クラブに個別に指摘事項を通知する。（※対象：13クラブ）

是正通達

個別通知

項目 内容

札幌、仙台、山形、鹿島、栃木、浦和、大宮、千葉、柏、Ｆ東京、東京Ｖ、川崎Ｆ、横浜ＦＭ、横浜ＦＣ、湘南、甲府、
松本、新潟、富山、清水、磐田、名古屋、京都、Ｇ大阪、Ｃ大阪、神戸、岡山、広島、徳島、福岡、鳥栖、熊本、大分

水戸、草津、町田、岐阜、
鳥取、愛媛、北九州、長崎

判定

（うち、条件付き交付）

順位などの要件を満たしていれば、２０１３シーズンはＪ１に残留または昇格することができる。

順位などの要件を満たしていれば、２０１３シーズンはＪ２に残留または昇格することができる（Ｊ１に昇格することはできない）。

Ｊ１ライセンス

Ｊ１クラブライセンス
8

41

Ｊ２クラブライセンス 合計

Ｊ２ライセンス

ライセンスの種類 内容

（2） Ｂ等級基準未充足
ライセンス基準のうち「Ｂ等級」に指定されている基準（3つ）については、それを充足し
ていなくてもライセンスは交付される。ただし、クラブライセンス交付規則第7条および
第15 条に基づき、Ｂ等級の基準を一つでも充足していないクラブには、ライセンス交
付と同時に制裁を科すこととなっている。

Ｂ等級基準（特にスタジアムの屋根の大きさ・トイレの数）を
充足していないクラブに対し、ライセンス交付と同時に制裁が
科される。（※対象：36クラブ）

【注】クラブライセンス交付規則の用語上、「制裁」という厳しい言葉になっているが、本件における制裁の内容は「文書提出」である。具体的には「２０１３シーズンにおいて使用するこ
とを予定するスタジアムの衛生施設および屋根の不足を理由とする観客に対するホスピタリティの欠如に対し、クラブが実施している、または実施を予定しているホスピタリティ向上
策について、2012年10月31日までに書面で回答すること（ライセンス事務局が受け付け、ＦＩＢへ送付）」となっている。

Ｂ等級未充足

項目

（1） 条件付き交付判定
9 月末時点でライセンスは交付されるが、別途定められた条件を満たす必要がある。
特に準加盟クラブは、クラブライセンス交付を受けた後、入会審査を受けて審査に合格
しなければＪ２入会（昇格）ができない。

Ｊリーグクラブライセンスには右記の
2種類があり、審査をクリアすれば、
いずれかのライセンスが交付される。

別途定められた条件を満たす必要がある。
※対象：大分（融資の返済）、長崎（Ｊ２入会審査に合格）

※申請42クラブのうち、1クラブ（讃岐）は申請取り下げ

条件付き交付

項目 内容

内容

■判定に付帯する事項

■クラブライセンスの種類

≪参考≫

■判定結果

（1）大分 （1）長崎 （2）

33

（1） ライセンス交付の可否および交付されたライセンスの種類

Ｂ等級充足

合計
Ｂ等級未充足（文書提出）

Ｊ１クラブライセンス 合計
4
29
33

Ｊ２クラブライセンス
1
7
8

5
36
41

（2） Ｂ等級基準の充足状況 

是正通達＋個別通知

合計

是正通達

Ｊ１クラブライセンス 合計
2
4

33

Ｊ２クラブライセンス
2
1

8

4
5

個別通知 5 4 9
指導なし 22 1 23

41

（3） FIＢからの経営上の指導

Ｊリーグクラブライセンスの交付について、説明を行うＪリーグ
の大河クラブライセンスマネージャー

2位以内確定を喜ぶ甲府の城福監督（右から4人目）ら

Ｊ２で甲府の2位以内が確定
　Ｊ１、Ｊ２とも終盤を迎えるリーグ戦で10月
14日、Ｊ２のヴァンフォーレ甲府がＪ１への昇
格条件の一つとなる2位以内を確定した。第
38節の試合で暫定2位の湘南ベルマーレと
ホームで対戦した甲府は、先行を許す展開も2
－2の引き分けに持ち込み、勝点を78とした。
この結果、甲府を勝点で上回る可能性がある
チームは、京都サンガF.C.のみとなった。
　甲府は湘南戦で20試合連続無敗という

Ｊ２新記録も達成し、今シーズンからチームの
指揮を執る城福浩監督は「積み上げてきたも
のを発揮できた」と胸を張った。
　一方、勝点が接近する2位以下のチーム
は、節ごとに順位が目まぐるしく入れ替わる接戦
を繰り広げている。甲府に続く自動昇格圏内、
そして3～6位のチームに出場資格があるＪ１
昇格プレーオフを目指す戦いは予断を許さな
い。今シーズンは残留争いも絡み、11月11日

功労選手賞について
　Ｊリーグは10月16日の理事会で、元Ｊリーグ選手の藤田俊哉氏、田中
誠氏に対し、功労選手賞として表彰することを決定した。表彰式は、12月3
日（月）に開催される２０１２Ｊリーグアウォーズで実施される。

第5回全国スポーツクラブサミットを後援
　Ｊリーグは10月16日の理事会で、11月10日（土）、11日（日）に国立オ
リンピック記念青少年総合センター（国際交流棟1階 国際会議室）で開
催する「第5回全国スポーツクラブサミット」（主催：公益財団法人日本ス
ポーツクラブ協会）を後援することを決定した。本サミットは、全国に各種
のスポーツクラブを普及・育成するための事業の一環として開催している。

マルハンカップ 第18回日本電動車椅子サッカー選手権大会 を後援

ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ ＪＡＰＡＮ を後援
　Ｊリーグは10月16日の理事会で「ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ 
ＪＡＰＡＮ」（主催：ダノンネーションズカップ2013 ｉｎ ＪＡＰＡＮ実行委員
会）を後援することを決定した。本大会は、世界大会でプレーできる切符
を手にする機会を日本の子どもたちに広く提供し、少年少女のサッカーレ
ベルの向上および交流と親睦を図り、フェアプレー精神、健全な心身、
社会貢献など人間形成の場にすることを目的に開催。予選大会、決勝大
会は、2013年3月に行われる。

　公益社団法人 日本プロサッカーリーグは10月1日付で組織変更を行った。

　Ｊリーグは10月16日の理事会で、同27、28日に障害者スポーツ文化
センター「横浜ラポール」メインアリーナで開催の「マルハンカップ 第18回
日本電動車椅子サッカー選手権大会」（主催：日本電動車椅子サッカー
協会）を後援することを決定した。この大会は、日本国内において、電動車
椅子サッカーの普及振興、技術向上を図ることを目的に開催されている。

　Ｊリーグは、2013年5月にリーグ戦開幕20周年を迎
えることを記念して、２０１３シーズンにおけるＪ１、Ｊ２
リーグ全40チームのユニフォームに、「Ｊリーグ20周
年ロゴワッペン」を掲出することを決定した。ワッペンに
は、Ｊリーグロゴの下に20周年を表す「Ｊ．ＬＥＡＧＵＥ 
20th Anniversary」と記載されており、ユニフォームの
右そで部分に掲出する予定。Ｊリーグとして記念ワッペ
ンを掲出することは開幕以来、初めてとなる。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグの組織変更

＊人事・労務管理・経理  ＊総会・理事会・実行委員会・庶務  ＊秘書業務
＊コンプライアンス（リーグ・関連会社）

＊スタジアム・施設・自治体対応・toto対応  ＊企画・法務
＊人材教育・GM講座・新人研修企画部

競技・運営部

事業部

総務部管理統括本部

Ｊ
リ
ー
グ 広報室

競技・事業統括本部

＊Ｊリーグデータセンター

＊クラブライセンス制度 策定・運用・発展

藤田 俊哉（ふじた としや） 1971年10月4日生まれ（41歳） 出生地：静岡県  ポジション：MF
［所属クラブ］ 1994～2005年 ジュビロ磐田（Ｊ／Ｊ１）、2005～08年 名古屋グラン

パス（Ｊ１）、2009～10年 ロアッソ熊本（Ｊ２）、2011年 ジェフユナ
イテッド千葉（Ｊ２）  ※2003年 ユトレヒト（オランダ）

田中 誠（たなか まこと） 1975年8月8日生まれ（37歳） 出生地：静岡県  ポジション：DF
［所属クラブ］ 1994～2008年 ジュビロ磐田（Ｊ／Ｊ１）、2009～11年 アビスパ福

岡（Ｊ１／Ｊ２）

功労選手賞

２０１３シーズン Ｊリーグ全チームユニフォームに
『Ｊリーグ20周年ロゴワッペン』を掲出！

クラブライセンス事務局

＊技術・アカデミー  ＊コンプライアンス（選手）・選手契約・強化支援
＊Jリーグ選手OB会・日本プロサッカー選手会 対応強化・アカデミー室

の第42（最終）節まで目が離せない戦いが続
きそうだ。

トピックス（9月19日～10月16日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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書展に選手の作品も展示
　Ｊ２で2年目を戦うガイナーレ鳥取。日本で
一番人口の少ない鳥取県に初めて誕生した
プロクラブとあって、地域の夢と希望が詰まっ
ている。全国のつわものに負けるな、頑張れ。
そして、みんなでもっと応援しよう―。展開さ
れるイベントには、クラブに対する愛着が込め
られている。
　Ｊ２参入を目指してＪＦＬで戦い始めた
2008年。鳥取県西部の米子市淀江町の小
さな店のショーウインドーに書が展示された。
県内の書道に親しむ人やガイナーレファンから
寄せられた約400点。どの作品にもガイナーレ
を応援するメッセージが力強く書かれていた。
　企画したのは同市の書家、森田尾山さん。
同年にガイナーレのユニフォームの胸スポン
サーの文字を揮毫したことがきっかけで試合を
初めて観戦し、「自分にできることで応援する
方法はないか」と考えついた。初めてにしては
大きな反響。翌年からは実行委員会を立ち上
げ、自ら委員長となって規模を拡大し、「ガイ
ナーレ鳥取応援書展」としてスタートさせた。
　全県内、下は5歳から上は80歳の老若男
女から、毎年1,500点もの作品が集まる。5年
目となったことしは書展だけでなく、ステージか

らも応援しようと
「ガッツガイナーレ
応援フェスタ」と名
前を変え、地元団
体による和太鼓や
ミュージカルも披
露された。書展も、
今では出品のため
に授業で取り組む
学校もあるという。
　面白いのは、ガ
イナーレの全選手
の作品も展示され
ていること。選手と
ファン・サ ポ ー
ター、相互の魂の
こもった筆文字の
メッセージが並ぶ。
来場者からは「県
全体が一つになっ
てガイナーレを応

援している。心が熱くなった」「サッカーはあまり
分からなかったものの、書展を見て私の中でも
灯がつきました」などの感想が寄せられた。
　「ガイナーレがなけれ
ば、書を楽しむ人の発表
の場も、親しむ場もなかっ
た。気持ちを伝える場を
与えてもらった。生活の
中にガイナーレが入って
きているし、応援のメッ
セージを書くことで自分へ
の励みにもなる」と森田さん。作品にはチーム
への期待感や関心の強さが感じられると言
い、今後もイベントを継続し、楽しみながら応援
の輪を広げていくことにしている。

身近にクラブを感じる
　書展に遅れること1年、09年に鳥取独自の
また違った応援がスタートした。その名も「ガイ
ナーレ給食」。学校給食に使われている地元
産の食材や、その栄養素の効果を学ぶ食育の
推進役にガイナーレの選手が抜てきされた。
　チームの応援者でもあった鳥取市学校給食
会の竹内亮二さんが考えた企画。サッカーボー
ルをイメージしたミートボールや、チームカラーの

緑にちなんだグリーンカ
レーなどが、応援給食とし
て鳥取市内の小、中学校
40校で出された。
　食材や栄養効果を説
明した選手の声を録音
し、給食に合わせて放
送。チームスタッフや選手
らも学校を訪れ、子どもたちと一緒に給食を食
べるなどしている。
　子どもたちからは「いい体験ができたし、給
食メッセージもよく分かった」と好評。応援給
食の翌週のホームゲームには、多くの子ども
が来場する相乗効果も見られた。
　2年目からは食育の比重を高め、選手が実
践している食習慣や栄養素の説明を、映像
資料としてDVDに編集して学校に配布。選
手の思い出のメニューや岡野雅行選手の好
きな食材で作った「野人鍋」などを献立に加え
た。竹内さんは「身近にクラブを感じてもらえる
し、Ｊリーグというプロで戦う選手のメッセージ
は子どもたちに訴えるものがある。ガイナーレ
に代わる企画はない」と話す。
　年に3回ほど行われているガイナーレ給食。
4年目となる今シーズンの最後は、11月の最終
戦前に予定されている。現在は、市町村合併前
の旧鳥取市内の学校に限られているだけに、
「（鳥取市などを中心とする）全県がホームタウン
だし、県全域に広がればいい」と竹内さんの夢
は広がる。
　地域から湧き起こった応援の機運は決して
一方的ではなく、クラブや選手も関わり、相互
の思いがしっかりと行き来している。小さな県だ
からこそ強い絆でつながる―。クラブのテー
マ「強小」が、そこにしっかりと根付いている。

（新日本海新聞社  輔野 沙織）

相互の思いがしっかりと行き来。
強い絆でチームのテーマが根付く

ベガルタ仙台

選手を応援するユニークな取り組み。
ホームタウンに匹敵する熱気を生み出す

角田市役所1階に設けられた角田選手の展示スペースで記念撮影をする曽我清一、藤巻和広、佐藤武平の各氏（左から）

角田市での激励会に参加した小学生らと談笑する角田選手

選手と同名の縁で後援会を結成
　ベガルタ仙台のホームタウン、仙台市から南
へ40㎞にある宮城県角田市に、ユニークで夢
のあるサポーター集団がいる。
　「角田で角田誠選手を応援する会」
　「角田（かくだ）」という同名の縁で、2011年
に加入したDF角田誠選手に声援を送ろうと、
角田市にゆかりのあるサポーターらが昨年5月、
後援会をつくった。約160の個人・団体で会を
構成する。会の代表の佐藤武平さんが「名前
が同じという理由だけで角田選手と交流できた
ら面白い。角田選手を応援することでサッカー
ファンの裾野を広げ、街のPRもできる」と思い
付き、サポーター仲間の角田市政策企画課の
藤巻和広さんに話を持ち掛けたのがきっかけ
だった。
　応援する会発足以来、角田市とクラブとの
交流は一気に深まった。サッカー教室、スタジ
アムでの物産展、チアリーダー教室など計18
度（ことし8月現在）、月に一度のペースで市、
クラブ、市民が連携したイベントを繰り広げて
いる。
　市はことし6月、市役所1階の待合室に角田
選手を紹介する展示スペースを設置した。サイ
ン入りのボールにスパイク、応援する会特製の
Tシャツや旗も飾っている。藤巻さんは「スタジ
アムで応援することが全てではない。関心を
持ってもらうことが大切だ」と狙いを語る。角田
選手がゴールを決めた際には角田市産の米
30㎏、アシストには農産物をそれぞれ本人にプ
レゼントするというユニークな企画もある。賛同
したのは地元の農協。一選手に対する応援は、
街全体を巻き込んだ取り組みに発展している。
　応援する会は5月、角田選手を招いた激励
会を開催。約130人が集まって交流を深めた。
佐藤さんは「角田選手のホームタウンは角田市
だ！という気持ちを持って、会員みんなで角田
選手とベガルタ仙台を応援できている」と強
調。応援する会副代表の曽我清一さんも「おら
がチームという気分を味わえる」と胸を張る。

新たな地域との交流が盛んに
　Ｊクラブとの交流を機に地域おこしも加速
する。角田市には市が出資する第三セクター
鉄道、阿武隈急行が走る。全国の地方鉄道と

同様に、少子高齢化や車社会が進み年々利
用客は減少。厳しい経営を続けている。市と
応援する会は阿武隈急行に乗ってベガルタ
の試合を観戦するツアーを企画。昨年は2度
開催し、約130人が参加した。「鉄道に乗るこ
との楽しさと、目的地（ユ
アテックスタジアム仙台
でのサッカー観戦）の魅
力、両方を味わってもらえ
たと思う。鉄道を利用した
ことでベガルタだけでな
く、阿武隈急行の応援に
もつながった」と市角田ブ
ランド推進課の中畑義巳課長。サッカーをきっ
かけとした地域の活動は盛んになっていく。
　観戦した感動から行動して楽しむ流れも地
域の中で浸透してきている。角田市の総合型
地域スポーツクラブ「スポコムかくだ」ではサッ

カー教室が大盛況。バドミントン、卓球など７
競技ある教室の中で、1教室当たりの平均約
20人を大きく上回る60～70人の小学生が
集まる。昨年、応援する会の企画でベガルタ
仙台によるチアリーダー教室が行われたことを
受け、本年度、女子を対象にチアリーダー教
室も新設された。
　曽我さんは「角田市にはスポーツ少年団や
中学校の部活動で野球のできる環境はあった
が、サッカーができる環境は少なかった。子ども
がサッカーに関心を持てる環境を待ち望んで
いた」と今後の発展に期待を寄せる。
　角田選手は「東北ならではの人の優しさを
感じる。この機会に多くの人に角田市を知って
もらえたらうれしい。仙台から離れた街でもベガ
ルタが愛されているのは、チームにとっても強
みだと思う」と頼もしく感じている。
　ベガルタ仙台にとっても角田市の取り組み
は心強い。サポーター有志の市民後援会は仙
台市と県北部の大崎市、気仙沼市に拠点を
持ち、角田市を含む県南地域は空白区だっ
た。応援する会の旗揚げとともに、クラブと角
田市との交流が盛んになったことで、クラブが
県南の他の自治体と連携する動きも徐々に出
てきた。
　人口3万2000人の角田市。100万都市
のホームタウン仙台に匹敵する熱が今、街中
に漂っている。

（河北新報社  剣持 雄治）

中畑義巳氏

リポート Ｊクラブと歩む「地域」「ひと」
　「豊かで充実したスポーツ環境を実現し、地域に根差したスポーツクラブを中心に、日本にスポーツ文化を
育む」ことを目指す「Ｊリーグ百年構想」のもと、Ｊクラブはそれぞれのホームタウンを中心に、さまざまな取り
組みを行っている。そして、Ｊクラブの存在、活動は、地域とそこに暮らす人々に影響、刺激を与え、新たな
ムーブメントを生んでいる。Ｊクラブと手を携えながら、ともに歩む人々や、その活動を紹介するこのシリーズ。
今号ではベガルタ仙台、ガイナーレ鳥取と連携した地域の取り組みにスポットを当てた。

Ｊリーグ百年構想

森田尾山氏

竹内亮二氏

ガイナーレ鳥取応援書展には吉野智行選手も会場を訪れるなど、盛大に開催された

ガイナーレ鳥取

子どもたちと一緒にガイナーレ給食を食べる鶴見聡貴選手
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書展に選手の作品も展示
　Ｊ２で2年目を戦うガイナーレ鳥取。日本で
一番人口の少ない鳥取県に初めて誕生した
プロクラブとあって、地域の夢と希望が詰まっ
ている。全国のつわものに負けるな、頑張れ。
そして、みんなでもっと応援しよう―。展開さ
れるイベントには、クラブに対する愛着が込め
られている。
　Ｊ２参入を目指してＪＦＬで戦い始めた
2008年。鳥取県西部の米子市淀江町の小
さな店のショーウインドーに書が展示された。
県内の書道に親しむ人やガイナーレファンから
寄せられた約400点。どの作品にもガイナーレ
を応援するメッセージが力強く書かれていた。
　企画したのは同市の書家、森田尾山さん。
同年にガイナーレのユニフォームの胸スポン
サーの文字を揮毫したことがきっかけで試合を
初めて観戦し、「自分にできることで応援する
方法はないか」と考えついた。初めてにしては
大きな反響。翌年からは実行委員会を立ち上
げ、自ら委員長となって規模を拡大し、「ガイ
ナーレ鳥取応援書展」としてスタートさせた。
　全県内、下は5歳から上は80歳の老若男
女から、毎年1,500点もの作品が集まる。5年
目となったことしは書展だけでなく、ステージか

らも応援しようと
「ガッツガイナーレ
応援フェスタ」と名
前を変え、地元団
体による和太鼓や
ミュージカルも披
露された。書展も、
今では出品のため
に授業で取り組む
学校もあるという。
　面白いのは、ガ
イナーレの全選手
の作品も展示され
ていること。選手と
ファン・サ ポ ー
ター、相互の魂の
こもった筆文字の
メッセージが並ぶ。
来場者からは「県
全体が一つになっ
てガイナーレを応

援している。心が熱くなった」「サッカーはあまり
分からなかったものの、書展を見て私の中でも
灯がつきました」などの感想が寄せられた。
　「ガイナーレがなけれ
ば、書を楽しむ人の発表
の場も、親しむ場もなかっ
た。気持ちを伝える場を
与えてもらった。生活の
中にガイナーレが入って
きているし、応援のメッ
セージを書くことで自分へ
の励みにもなる」と森田さん。作品にはチーム
への期待感や関心の強さが感じられると言
い、今後もイベントを継続し、楽しみながら応援
の輪を広げていくことにしている。

身近にクラブを感じる
　書展に遅れること1年、09年に鳥取独自の
また違った応援がスタートした。その名も「ガイ
ナーレ給食」。学校給食に使われている地元
産の食材や、その栄養素の効果を学ぶ食育の
推進役にガイナーレの選手が抜てきされた。
　チームの応援者でもあった鳥取市学校給食
会の竹内亮二さんが考えた企画。サッカーボー
ルをイメージしたミートボールや、チームカラーの

緑にちなんだグリーンカ
レーなどが、応援給食とし
て鳥取市内の小、中学校
40校で出された。
　食材や栄養効果を説
明した選手の声を録音
し、給食に合わせて放
送。チームスタッフや選手
らも学校を訪れ、子どもたちと一緒に給食を食
べるなどしている。
　子どもたちからは「いい体験ができたし、給
食メッセージもよく分かった」と好評。応援給
食の翌週のホームゲームには、多くの子ども
が来場する相乗効果も見られた。
　2年目からは食育の比重を高め、選手が実
践している食習慣や栄養素の説明を、映像
資料としてDVDに編集して学校に配布。選
手の思い出のメニューや岡野雅行選手の好
きな食材で作った「野人鍋」などを献立に加え
た。竹内さんは「身近にクラブを感じてもらえる
し、Ｊリーグというプロで戦う選手のメッセージ
は子どもたちに訴えるものがある。ガイナーレ
に代わる企画はない」と話す。
　年に3回ほど行われているガイナーレ給食。
4年目となる今シーズンの最後は、11月の最終
戦前に予定されている。現在は、市町村合併前
の旧鳥取市内の学校に限られているだけに、
「（鳥取市などを中心とする）全県がホームタウン
だし、県全域に広がればいい」と竹内さんの夢
は広がる。
　地域から湧き起こった応援の機運は決して
一方的ではなく、クラブや選手も関わり、相互
の思いがしっかりと行き来している。小さな県だ
からこそ強い絆でつながる―。クラブのテー
マ「強小」が、そこにしっかりと根付いている。

（新日本海新聞社  輔野 沙織）

相互の思いがしっかりと行き来。
強い絆でチームのテーマが根付く

ベガルタ仙台

選手を応援するユニークな取り組み。
ホームタウンに匹敵する熱気を生み出す

角田市役所1階に設けられた角田選手の展示スペースで記念撮影をする曽我清一、藤巻和広、佐藤武平の各氏（左から）

角田市での激励会に参加した小学生らと談笑する角田選手
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30㎏、アシストには農産物をそれぞれ本人にプ
レゼントするというユニークな企画もある。賛同
したのは地元の農協。一選手に対する応援は、
街全体を巻き込んだ取り組みに発展している。
　応援する会は5月、角田選手を招いた激励
会を開催。約130人が集まって交流を深めた。
佐藤さんは「角田選手のホームタウンは角田市
だ！という気持ちを持って、会員みんなで角田
選手とベガルタ仙台を応援できている」と強
調。応援する会副代表の曽我清一さんも「おら
がチームという気分を味わえる」と胸を張る。

新たな地域との交流が盛んに
　Ｊクラブとの交流を機に地域おこしも加速
する。角田市には市が出資する第三セクター
鉄道、阿武隈急行が走る。全国の地方鉄道と

同様に、少子高齢化や車社会が進み年々利
用客は減少。厳しい経営を続けている。市と
応援する会は阿武隈急行に乗ってベガルタ
の試合を観戦するツアーを企画。昨年は2度
開催し、約130人が参加した。「鉄道に乗るこ
との楽しさと、目的地（ユ
アテックスタジアム仙台
でのサッカー観戦）の魅
力、両方を味わってもらえ
たと思う。鉄道を利用した
ことでベガルタだけでな
く、阿武隈急行の応援に
もつながった」と市角田ブ
ランド推進課の中畑義巳課長。サッカーをきっ
かけとした地域の活動は盛んになっていく。
　観戦した感動から行動して楽しむ流れも地
域の中で浸透してきている。角田市の総合型
地域スポーツクラブ「スポコムかくだ」ではサッ

カー教室が大盛況。バドミントン、卓球など７
競技ある教室の中で、1教室当たりの平均約
20人を大きく上回る60～70人の小学生が
集まる。昨年、応援する会の企画でベガルタ
仙台によるチアリーダー教室が行われたことを
受け、本年度、女子を対象にチアリーダー教
室も新設された。
　曽我さんは「角田市にはスポーツ少年団や
中学校の部活動で野球のできる環境はあった
が、サッカーができる環境は少なかった。子ども
がサッカーに関心を持てる環境を待ち望んで
いた」と今後の発展に期待を寄せる。
　角田選手は「東北ならではの人の優しさを
感じる。この機会に多くの人に角田市を知って
もらえたらうれしい。仙台から離れた街でもベガ
ルタが愛されているのは、チームにとっても強
みだと思う」と頼もしく感じている。
　ベガルタ仙台にとっても角田市の取り組み
は心強い。サポーター有志の市民後援会は仙
台市と県北部の大崎市、気仙沼市に拠点を
持ち、角田市を含む県南地域は空白区だっ
た。応援する会の旗揚げとともに、クラブと角
田市との交流が盛んになったことで、クラブが
県南の他の自治体と連携する動きも徐々に出
てきた。
　人口3万2000人の角田市。100万都市
のホームタウン仙台に匹敵する熱が今、街中
に漂っている。

（河北新報社  剣持 雄治）
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リポート Ｊクラブと歩む「地域」「ひと」
　「豊かで充実したスポーツ環境を実現し、地域に根差したスポーツクラブを中心に、日本にスポーツ文化を
育む」ことを目指す「Ｊリーグ百年構想」のもと、Ｊクラブはそれぞれのホームタウンを中心に、さまざまな取り
組みを行っている。そして、Ｊクラブの存在、活動は、地域とそこに暮らす人々に影響、刺激を与え、新たな
ムーブメントを生んでいる。Ｊクラブと手を携えながら、ともに歩む人々や、その活動を紹介するこのシリーズ。
今号ではベガルタ仙台、ガイナーレ鳥取と連携した地域の取り組みにスポットを当てた。
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ガイナーレ鳥取応援書展には吉野智行選手も会場を訪れるなど、盛大に開催された
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チームの1、2点目をお膳立てした清水の高木。右はＦ東京の米本 柏の猛攻をしのいだ鹿島。本田が柏の工藤と激しく競り合う

　２０１２Ｊリーグヤマザキナビスコカップの
準決勝第2戦が10月13日に開催され、清水
エスパルスと鹿島アントラーズが決勝へ駒を
進めた。
　アウェイの第1戦でＦＣ東京に1－2と敗れ
た清水は26分、FW高木俊幸のクロスをFW
大前元紀がヘディングで押し込み、均衡を破
った。大前は後半にも2点を加え、「プロに入
って初めて」というハットトリックを達成する大
活躍。チームは3－0の快勝で対戦成績を1
勝1敗とし、2試合合計スコアが4－2で4年
ぶり、5回目の決勝進出を決めた。
　一方、ホームの第1戦で3－2と勝利した鹿
島は、第2戦もMFドゥトラ、FW大迫勇也が
決めて、24分までに2点をリード。柏レイソル
の猛反撃を受けて2－2の引き分けに持ち込

まれたものの、1勝1分の成績で2年連続、8
回目の決勝へ進んだ。
　各試合において活躍が顕著だった23歳以
下（大会開幕時）の選手が選考対象となり、
予選リーグから準決勝までの各試合会場で
実施する報道関係者の投票を基に決定する
「ニューヒーロー賞」は、11月2日（金）に行わ
れる決勝前夜祭で発表される。過去には、
受賞後に日本代表や海外のクラブで活躍する
選手を生み出し、若手選手にとってはさらなる
成長へ重要なステップとなる栄誉。優勝の
行方とともに、ことしの受賞者が注目される。
　予選リーグから準決勝の各試合会場で実施
したスペシャルイベント「ナビスコキッズイレブン 
クラブといっしょにファイナルを目指そう!!」は、
延べ1万5899人が参加。2004年のイベン

ト開始からの累計は14万7904人となった。
決勝に進出した両チームの予選リーグから
準決勝までの各試合会場で、
ゲームに参加した子どもたちの
中から抽選で11名（合計22名）
が招待され、決勝前に国立
競技場のピッチで開催する
「ナビスコキッズバトル」に
参加する。
　また、決勝ポスターの
ビジュアルをあしらった
決勝のオリジナルデ
ザインチケット（右）
も、1万枚限定で
発売された。

清水は第2戦で逆転、
鹿島は1勝1分で勝ち抜く

■２０１２Ｊリーグヤマザキナビスコカップ 決勝トーナメント
※表の左側のチームをホームチーム扱いとする。
（表の右側のチーム：第1戦ホームチーム／左側のチーム：第2戦ホームチーム）

名古屋
（ＡＣＬ）

清水
（Bグループ1位）

Ｆ東京
（ＡＣＬ）

仙台
（Aグループ2位）

柏
（ＡＣＬ）

Ｇ大阪
（ＡＣＬ）

C大阪
（Aグループ1位）

鹿島
（Bグループ2位）

①1ー0
②3ー4

①2ー2
②2ー0

①3ー1
②2ー1

①1ー2
②0ー3

【準々決勝】

【準決勝】

【決勝】

①1ー2
②3ー0

①2ー3
②2ー2

1996年 名波 浩（磐田）／斉藤 俊秀（清水）
1997年 三浦 淳宏（横浜Ｆ）
1998年 高原 直泰（磐田）
1999年 佐藤 由紀彦（Ｆ東京）
2000年 鈴木 隆行（鹿島）
2001年 曽ケ端 準（鹿島）
2002年 坪井 慶介（浦和）
2003年 田中 達也（浦和）

2004年 長谷部 誠（浦和）
2005年 阿部 勇樹（千葉）
2006年 谷口 博之（川崎Ｆ）
2007年 安田 理大（Ｇ大阪）
2008年 金崎 夢生（大分）
2009年 米本 拓司（Ｆ東京）
2010年 髙萩 洋次郎（広島）
2011年 原口 元気（浦和）

※（ ）内は当時所属チーム 

過去の「ニューヒーロー賞」受賞選手

決勝

11月3日（土・祝）13：05    
－国立競技場－

フジテレビ系列にて全国生中継

キック
オフ


